
平成 30年度みんなで支える在宅療養シンポジウム開催要領（案） 

 

 主  催  横須賀市 
 

 目  的  本市は、住み慣れた我が家で療養したいという市民が、在宅療

養・在宅看取りという選択ができるように地域医療の体制づく

りを進めている。市民が、在宅療養・在宅看取りについて理解

を深め、自らの最期を考える機会として、シンポジウムを開催

する。 

 
対  象  一般市民、医療関係者、福祉関係者 400人（事前申し込み） 
 
参加費用  無料 
 
開催時期  平成 31年１月 27日（日） 13：00～16：00（開場 12:30） 
 
会  場  ヨコスカ・ベイサイド・ポケット（横須賀芸術劇場小ホール） 

      住所：神奈川県横須賀市本町 3－27（入口は建物の４階） 
 
テ ー マ  穏やかな旅立ちのために 

 

プログラム 

第１部 

 13:00 開会 主催者挨拶 

 13:05 基調講演（60分）  

テーマ「（仮）終の棲家で平穏死」 

 講 師 東京都世田谷区立特別養護老人ホーム 芦花ホーム 

石飛 幸三 医師 

 14:05  休憩（15分） 

 

 第２部 

14:20 パネルディスカッション（85分） 

テーマ：平穏に旅立つための支援と準備 

内 容：基調講演を受け、横須賀市ではどのような選択肢があるか、市

内医師等の事例紹介を交えながら意見交換を行う。 

    ＊配置医  ：自宅や施設での看取り医療について 

    ＊特養看護師：施設での看取り看護について 

    ＊チャプレン：心に寄り添う取組について 心の準備について 

    ＊行政職員 ：制度について 

構 成：①パネリストの発表  40分（10分×４名） 

②ディスカッション  25分 

③コメンテーターから ５分 

④市内在宅医の紹介  15分 

身体の準備について 

平成 30年７月 31日 

在宅療養連携会議 

第２回全体会議 資料１ 

心の準備 

について 



コーディネーター：横須賀市医師会 副会長 千場 純 氏 

パネリスト：特別養護老人ホーム配置医師 

特別養護老人ホーム常勤看護師 

臨床宗教師（チャプレンなど） 

地域医療推進課 課長 川名 理恵子 氏 

 

コメンテーター： 石飛 幸三 医師       

 

16:00  閉会 

 

 そ の 他  ・手話通訳、要約筆記つき 


